
をいだくこと等があげられる。人類は類としてあ

るかぎり,あ らゆる社会体制 ,人種 ,信条等のわ

くを超えて理解 しあえる。

こうした共通項の上に,日本人あリイギリス人

あリニューギニアの原住民がある。それぞれ独自

の文化をつ くりあげてきている。

また
″
日本人
″
としての共通項の上に自分がい

て,あなたがいる。自分は自分一人の自分ではな

く人類の中の一人である。

)匿名

総合科学部っていったいどういつたものなのだ

ろう。今だもってよくわからない。しかしそれは ,

4年間の学生生活を終えようとする今 ,そ の間の

自分をどう肯定 したらよいのかが納得しえるかた

ちでまだ把えられていないところに根源的な問題

があるのだろう。一瞬一瞬をある事にひたむきに

過ごすことはあれど,そ れら個々の間には一貫性

がなく自己矛盾が多 く,何故 ?と いう問いをつき

つめて考えれずにただ煩悶していた小間切れの時

間があまりに長い。少しせわし過 ぎたのか もしれ

ない,いろんな意味で。が ,と にか く早 く自分の

視点というか,現実の生活に根 ざした問題意識を

持つこと,そ してそこか らいろんな問題に取 りく

んでいく事が必要ではないだろうか 6

)匿名

総合科学部はできて新 しい。そして体制,設備

等 ,ま だまだ足 りないところがある。そして今度

の統合移転において総合科学部はどうなるのか ,

あるいはどのようにするのか , したいのか。これ

を学部の教授・学生 ,そ して本部の三者によって

討論 ,検討する場をもうける必要がある。総合科

学部はこれか らつくっていく余地がいくらでもあ

る:そのためには今度の統合移転は絶対のチャン

スである。そして総合科学部の進路をもう一度見

なおす機会でもある。移転を無批判に受けいれる

だけでは学部の進展は10年遅れると考えても大げ

さではない。

レ匿名

大学という閉鎖的社会に埋没してしまうことな

く,独 自のビジョンを持ち,主体的に行動し,実

社会の種々の問題との関りあいのなかで自分の生

き方をとらえていこうとする少数の学部生の存在

は;私にとって大きな励みです。わい少化し画一

化された現在の若者たちの大勢の流れがどうあろ

うと,その行動から,少なからぬ影響を受ける私

のような学生 もいることを知っていただき,一層

がんばってはしいと,陰なが ら願っています。ま

た ,総合科学部の学生の中に ,そのような学生が も

っともっと輩出してくれば他の既成の学部とは ,

ひと味 もふた味 も違 うおもしろい学部になると思

うのですが。

)永石一生

学外の社会問題によリー層深い目を向け ,そ れ

を解決するために本学を利用すべきだったと反省

する。

)松岡敏勝
主張したいことは胸いっぱいありますが,こ こ

ではひとつだけ述べさせていただきます。それは

最終学年を迎えた頃にやっと,大学入試中心の学

校教育のアヘン性に気がついたということです。

アヘン性と書いたのは,受験教育が人間の個をた

わめ,疑間や矛盾を追究する能力をまひさせ,さ

らに,危険に満ちている現体制に安住させてしま

うか らです。矛盾を見い出し,そ れを止揚 してゆ

くのが学問でありましょう。また,それが,人間

を社会を,変革し成長させてゆく原動力でありま

しょう。なのに,受験勉強が強要する結果主義教

育は,そのエネルギーを奪い去 り,かけがえのな

い個を集団に埋没させてしまうのです。その魔性

を直視できたことが,大学での最高の成果でした。

後輩諸君 .ノ どぅか御賢察あれ。

社 会 文 化 コー ス

レ江日英則

総合科学部の発想は,18・ 19の若者には少々荷

が重いのかもしれない。あまりにも多 くの ものに

目を向けすぎて,消化不良をおこすこともある。

迷いに迷ってとうとう自分の道をみつけることが

できずに4年間を終えてしまう人 もいる。

今つ くづく思うことは,何かひとつのことにつ

いてしっか りとした基礎を身につけておかねばな

らないということだ。迷いなが らでもやはり何か

ひとう.の ことにがむしゃらにたち向かわなければ

ならない。何かひとつ身につけると,それか ら発

展して

'」

の新しいものに興味がわいてくると思う。

1 とにか く総科生は他学部の学生の何倍 もがんばら
■なければならないと思う。          1
)福島曜子|      ‐   1
‐1現代社会|‐間露||1体素||'と検討114講

義
|ゞ
も

1撃iF鯨織舅籠麗襲[7窃饉冒

ヽ
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自体の教育観を,人間の根本に帰うた視点で強調

されていた。或いは,先に挙げた,兼田教官や根

平教官 も,人間とはどうあるべきか ,人間の尊厳

性にまで湖ったところか ら学問を説かれている。

また上里教官のように,臨床的学問であっても,

広い視野を提供 して下さった。これ らの1視点は ,

現代社会の中で欠落 していることであり,ま た ,

学問分野でも不足しているのではないか:それだ

けに,総科の者に限 らず,学生に必要な要素であ

ると思うょいずれ社会人となり,親となる我々な

のであり,社会を少しでもよくしていくためなの

であるから。

)明石淑見

すぎてみれば短い 4年間だうたと思います。総

科生として,はたして自分はその自覚があったのか ,

新 しい学部に対する入学当時の思いとはずいぶん

異ならたような気がします。すべては自分が創 り

出していくもの ,自 分が置かれた状況の中で,い

かに自分が主体性を持ちうるか,が,今に至る私の

結論です。 4年間というのは,長い人生か ら見れ

ばほんのわずかの期間にすぎない。しかし,あの

とき燃えた思い出,さ まざまな人々と結んだ心情

は,日 々新鮮に後からよみがえってくるものだと

思います。そういう意味においては,今の自分を

燃焼させて生きることこそ,総科生の私たちに与

えられた特権なのか もしれない。

>松沢充彦

総合科学部なんで結局のところ,研究費値上げ

等教官たちの待遇改善のためにできた学部である

というのが,4年間いた感想。これからも(?)
総科の入試の偏差値は低 くあってはしい。これが

現在のところ学生にとって二番のメリットかもし

れない。もうす ぐ放送大学が教養学士の大量生産

を始めるという,イ ンフレ反対 .′私はデノミ論者

です。このままでは「 科学的知識をもった家庭人

、 」 (便覧 1頁 ,以前はこんなこと書いてなかつた
)の養成機関となるのは必至では ?

)森 一晃                1
‐自1分 自身の知性をみが くために,読書 したり,

考えたりする機会をできるだけたくさんもちたい。

)入口‐洋
一年の時からのテーマとして,総合科学部とは

いつたい何なのだろうというのがあったさしかし,

結局私には何が大学生活で残つたのだろうか。そ

れは,多分友人でしかなかったように思われる。

そもそも,大学の 4年間で,は たして総合的な視

野に立てるものを身につけることが可能であるの

かさえ,疑間といえば疑間である。最終的には ,

私は独学を選んだ。それならば,わ ざわざ5年間

も,大学に来る必要はなかったのか ?そ うともい

えない。49年度生として,私は非常に後輩の諸君に ,

すまなかったと思っている。つまり,我々の自覚

があまりにも足 りなさすぎたのだ。ただ,がんば

ってはしい。

情 報 行 動 科 学 コー ス   ‐

>久保洋子

総合科学部へ入学 した時か ら他学部生とはかな

り違ってたらしい。自分が何をやろうとしている

のか非常に曖味だうた。あっちこっちうろつきな

が らも,こ うしてまが りなりにも卒論を書けたの

は幸いである。本学部では私達は実に自由である。

少なくとも2年生までは何にでも顔を突っ込める。

しかし,4年間で卒業する人はせめて 3年になっ
たらば自分の道を見つけてほしい。そうでないと

何もか も中途半端で終わってしまう。同じような

事をやつている他学部生にひけを取 りたくもない。

自由に何でもできるのはすばらしいことだけれど,

何かに全身を傾ける事 も忘れてはいけない。月並

だが,これをやったと言える伺かが欲 しいと思 う。

)澤田健二

大学を選択する際 ,あまり特殊化したくなかっ

たので,総合科学部を選んだ。一分野に専門化し

たくない,興味のある分野をすべて勉強したいと

思っていた。 1年 ,2年の内はそんな気分でいた
のが,3・ 4年になると,全 くといっていいほど

失 くしてしまった。失 くしてしまったというより,

専門分野だけで手いつぱいになつたか らである。

学際領域を目指すといっても,一分野だけでも難

しいのに多分野に渡ると想像がつかない。4年間
でやれることは微々たることであり,怠けた人間
にとっては誇れるところが何 もない。このまま卒業 し

てしまうのも口惜しいのだが。というところが私

の 4年間の総括です。後輩のみなさん,ぜひ,こ

ういうふうにはならないように望みたいものです。

)石黒義啓        ‐

総科生として何 も言 うことはない。それ程何か

総合科学部に属 していてメリットがあるという点

は学問的にあまりない。ただ,自 由に行動するこ

の若い時のひとつの居場所としてこの学部に属し

ていただけ,こ の方が何か失敗した時のつぶしが
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きくのだ。すなわち何かに失敗しても学生という

自分に戻れるから,この学部に入うた理由もただ

一番入りやす く,しか も国立だったから。大学に

1全 く関係な く,私のアイデンティティは「 音に生

きる事 」である。

>有田和弘  ‐

総科の 2期生として卒業する今 ,な んとな くむ

なしさが残る。 4年前に入学した時点では,新 し

い学部に対し,少なか らず期待を抱いていたが ,

私の場合は必修・要望科 目や実験が重圧とな り,

結局いろいろな事をインスタント的にやらさ:れた

という感じが強 く,総合科学 というものにはほど

遠いと思 う。それよりも,私が提唱している人類

の健康と幸福を目指す「 生体制御学 」の考えを取

り入れ,将来 ,医学部等のスタッラを加えて生体

制御科学コ
ニスを新しく設置することを熱望しま

す6こ のような私の提案が,本学部の根本的な改

善につながれば本望 とするところです。

レ北原義典

我が学部は当初の理念に逆行 して研究分野の細

分化の方向に進行 しつつある。コース間はもちろ

ん,同一コース内においても群 という名の垣根で

セクション化され相互乗入れが極めて困難な状態

になってしまっている。これらの垣根を乗り越え

あるいは破るのは,気力に満ちた学生の若さと ,

彼らを柔軟な態度で迎え入れる教官の視野の広さ

であろう。

端 本ともえ       ・
‐

理学部の数学科にしたら数学ばか りやるだろう

からいやだと思って入学 した総合科学部である。

卒論は数学ならぬ生理学となつているが,それで

もやはり1年間そればか りをじつくりやるという

のは良いざ 1年の時には基礎学力を,2年の時に

は数学を,3年では生物・化学②をと心がけてき

たつもりではあるが ,果たして身についているの

かどうか。今でも:FnIかの時におぼろに浮かんで

,く る。とにか く最初から道を決めてしまわずに ,

いろいろと首をうっこんでみることださ先生はこ

わいものと思って寄 りつかなかつたことがくやま

れる。総科生は,伺事にも興味を示して欲
:しい
`

心残りなのは,文化方面の勉強に手がつけ 'ら れな

からた事である。

レ匿名 |‐            |
■・ 総合科学とは何か ,を説明するのに苦労 しまし

た:藤合性と個別性 ともに重要だと思いますが ,

4年間では短いような気がします。系統立つた ,

プログラムの整った他学部他学科と比べて,こ れ

だけやれば十分というものがなく,や りにくい面

もありました。しかし今後歴史を重ねるにしたが

って改善され,明確になると思います。

環 境 科 学 コー ス

ト広瀬浩一

卒業を目前にして,こ の学部の将来を考えると

き,非常に心配なことがあります。ひとつは,現

在の学部の体制です。他学部の一般教養と本学部

の専門の同時進行形は,いつまでたつても「 教養

部 」から脱皮できないということです。西条への

移転後 も現在と同じ形式の建物を継続するという

ことは,総合科学部が存在する限 り「 教養部 」で

あり続けなければならないことになります。こう

いうことを含めて;今の後輩諸氏をみた場合 ,間

題意識を持うた人があまりいないように思われて

心配になります。この学部は未完成の学部です。

学部を構成している人々が常に現状に満足せず改

良 していかなければ将来 ,と んでもない学部にな

ってしまうでしょう。

)前田 昇
総合科学部はやうと歩 き始めたところです。育

てあげ歴史をつ くるのは我々,そ して君たちです。

「 三つ子の魂百まで」というように,今が最も大

切な時期でしよう。学部作 りへの学生の積極的な

参加を期待します。学問上でも大いに模索しなけ

ればならないでしょう。けれど,こ こでは心の面

について提案したいと思います。現状では学部全

体の,或いはコース内でも学年が違えば連帯感が

あまりないように思います。そこで,連帯感をも

つにはどうすれば良いか考えました。それは ,も

っと「 ふれあいの場 」をも
つことだと思うのです。

《例えば,湯来温泉まで歩くとか,コ ース対抗で

駅伝に出場するのを年中行事にしたり,年一回 ,

学部・コースの歌の発表会を催したりⅢ…。御検

討を。≫            
‐

>匿名                     
‐

新しい学部のためか,学部内に存在する問題も

多く,いろいろなことについて考えさせられる機

会が多かったと思います。教官と学生の認識の違

いや:カ リキュラムの事など……。一時は,こん

なこと考えるのもしんどいと思うこともありまし

たが,現代の無気力の申で学部のこと,その中で

の自分について考えることができたのはよい経験
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し
ノ

であったように思えます。各個人色々な仕方があ

るでしょうが ,無気力な中で自分を見失わないよ

うにしたいものです。

)田中啓子

4年間なんで長いようで短いですね。毎日なん

となく過ごしてその積み重ねで4年間たってしま

ったけれど,自分のなかに,な にか問題意識を持

つことが大切だと思います。

)匿名

最近 ,某新聞の大学改革というコラムに,日∞

年代に,学生を紛争にか り立てたのは教養部での

一般教育のあり方に問題があったか らではないか ,

との反省から広大教養部は,教養部改革にのり出

し,総合科学部という名の下に,デ般教養の充実

と新しい学際研究をめざした。ところが,今 もな

お一般教育に対する学生の不満は解決 されず,一

般教育の充実は,看板倒れに終わっている」と書

かれていた。しかし,一般教育の充実 もしかりだ

が,学際研究という看板の方 も今なを傾いたまま

である。この記事の中にまた,「 大学のことを考

えるのが教官だけになってしまってから改革の理

念 も消え……」というかつての大学紛争の作量」ノ

の言葉があった。なるほど,大学のあり方とか学

部のあり方とかを,自 分の問題 としてつきつめ ,

変革にのりだし得る才のある学生は,いなくなっ

た,と 感 じた。

レ吉田静江
″
環境科学

″
について,教授・学生とも,今一

度ふり返って考え,自 分自身の
″
環境科学

″
を確

立してはしい。

)有田光範
総合科学部をまもなく卒業することになつたわ

けであるが ,この 4年間に総合科学のもつ独自性

を身につけることが出来たかというと疑間である。

自分の努力が足 りなかったのは事実であるが,授

業内容にも問題があると思われる。もっと総合科

学 として意義のあるようにしてもらいたい。今後

は,授業科目数を増やすと同時に ,よ り深 く勉強

できるように内容についても再検討してもらいた

い。とにか く総合科学部を社会で生かすためには ,

今後さらに改善していく必要があると思われる。

レ畑谷和男

学部としての自主性・独自性に欠けている。す

なわら,総合科学部の専門授業が,他学生のデ般

教養を兼ねている点しまた,コ ース・群など新 し

い体系をつくったにもかかわらず ,物理系 ,生物

系という具合に,教養部時代の名称,体系が存在

していることは,コ ース `群が有名無実の存在で

あるという点。さらには,教養部からの生き残 り

教官の中には,新学部 ,新学問に対する考え方が

全 く遅れていて,過去の純粋学問オンリーという

頭の堅い教官が多数いる点。これらが ,教養部改

革という過去の意義を忘れさせ,日先の現実だけ

にとらわれ,長い日で学部の将来を見つめていな

いという最悪の事態を引き起 こしている。原点に

戻って考え直すべきである。

)匿名
1.先生方と早 く親しくなること。     ―
2.語学は授業に頼 らず,自分でもコツコツと努力

すること。

3自 分ひとりで本を頼 りに学際領域などとシャレ

タ分野を勉強 しようとすることな く,いろいろ

な先生や先輩か ら話を聞 くべし。

)匿名          ‐

学生便覧の初めのページにある「 花の○期生 」

という記述は早 く止めてほしい。

>太田憲良

総科生諸君 ,君たちには無限の可能性を秘めた

若さがある。その若さを,こ の 4年間に不完全燃

焼に終 らすことな く,ク ラブに,勉強に,旅行に ,

徹底してぶっつけてほしい。 1・ 2年の間に,体

を鍛えて,強健な体と気質を養 うと伴に,将来や

りたい目標決定に時間を注 ぎ込んではしいと思 う。

そして 3年になって,や りたい分野の先生に自分

からアタックしていき,日標を遂げるには何をす

ればよいかの必要手段をできるだけ早 く教えても

らうべきである。

我が諭艶蜜ま,学問のための研究ではなく,社会

問題を解決できる実践的・実用的学問を学ぶべき

であり,自 分の郷土の福祉改善のために役立つ人

となって巣立ってはしい。私も常にそれζ念じて

がんばりたいと思う。        |
>匿名  :   ‐

ユニークな学部として登場しただけあって,そ

の自由な履習という点は評価できる。しかしなが

ら複雑な聴講手続き,必修 ,指定や要望などとコ

ミッショナー並みの要求は無意味なものである。

我々は二期生ということで比較的楽であったが昨

年卒業された一期生の方々は大変であったろうと

思う。一期生の大学院生にはいろいろな意味でお
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